
（1） 市報 た か は ぎ (範172号）

’172‐llllllⅡⅡⅡ111UHUn｡･-第 方市報 市民憲章特集
々

可
49年7月29日

発行と編集霞団鞠薊篤
高萩市本町1-100（電話）3－2111

私
た
ち
は
戦
後
調
年
間
、
勤
勉
と
努

力
の
結
果
物
の
豊
か
さ
を
得
ま
し
た
が

人
間
の
心
は
と
か
く
物
と
金
銭
に
向
け

ら
れ
自
己
中
心
に
な
っ
て
、
そ
こ
に
住

む
人
た
ち
の
心
と
心
の
結
び
つ
き
が
し

だ
い
に
弱
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
高
萩
市
で
は
、
昭

和
卿
年
３
月
「
高
萩
市
総
合
振
興
計
画
」

を
つ
く
り
「
生
活
を
快
適
に
す
る
社
会

開
発
」
「
人
間
愛
を
は
ぐ
く
む
人
づ
く

り
」
を
目
ざ
し
て
、
新
し
い
高
萩
市
の

創
造
の
た
め
に
努
力
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
市
制
を
施
行
し
て
加
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る
今
、
お
互
い
が
手
を
取
り

合
い
助
け
合
っ
て
地
域
社
会
を
よ
く
し

て
い
こ
う
と
す
る
、
こ
れ
か
ら
の
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
共
通
の
指
標
と
し
た

い
と
考
え
、
市
の
心
の
紋
章
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
市
民
憲
章
を
制
定
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

市
民
憲
章
は
、
高
萩
市
民
が
共
通
の

；
蕊

蕊蟻

共
通
の
市
民
精
神

市
の
心
の
紋
章

市
民
共
通
の
指
針
と
な
り
、
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
る
市
民
憲
章
に
は
、
市

民
全
休
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

川
内
会
を
通
じ
て
一
○
○
○
人
程
度
を

杣
川
し
て
い
た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
洲

在
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
８

月
１
日
ご
ろ
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
を
も

と
に
、
も
つ
と
も
高
萩
市
に
ふ
さ
わ
し

い
と
思
わ
れ
る
草
案
を
ま
と
め
、
市
民

憲
章
審
議
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
市
民
憲
章
審
議
会
は
、
６
月
定

市
民
精
神
を
求
め
、
そ
れ
を
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
に
し
な
が
ら
、
高
萩
市
の
発
展

と
市
民
生
活
の
向
上
に
役
立
て
る
定
め

で
す
。し
た
が
い
ま
し
て
、
市
民
憲
章
は
、

全
市
民
が
勇
気
と
希
望
を
も
っ
て
お
互

い
の
幸
せ
を
願
い
、
よ
り
よ
い
市
民
に

な
る
た
め
の
一
つ
の
指
針
と
な
る
も
の

で
す
。

市
民
全
体
の
願
い
を

市
民
憲
章
審
議
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー

は
側
知
識
経
賊
者
、
名
②
団
体
の
役
員

加
名
⑧
市
議
会
の
代
表
４
名
側
市
職
員

５
名
の
調
名
で
す
。

委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

【
会
長
】
花
圃
教
之
（
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
）

【
副
会
辰
】

北
畠
暢
男
（
市
議
会
総
務
委
員
長
）

長
久
保
厚
（
市
教
育
長
）

【
委
員
〕

○
大
部
享
克
（
農
林
業
）

○
鈴
木
一
蓋
（
高
萩
小
学
校
長
）

棚
谷
多
美
子
（
主
婦
）

例
市
議
会
で
市
民
憲
章
審
議
会
条
例
が

議
決
さ
れ
、
市
民
憲
章
の
作
成
に
あ
た

り
、
市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ

れ
た
も
の
で
す
。
（
条
例
は
２
．
ヘ
ー
ジ

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
）

群
瀧
会
の
今
後
の
予
定
と
し
ま
し
て

は
、
８
．
９
川
に
調
査
研
究
を
か
さ
ね

、
．
ｎ
月
に
革
案
を
作
成
、
こ
れ
を
市

長
に
稗
申
し
、
磯
会
の
議
決
を
へ
て
憲

章
を
制
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

審
議
会
の
メ
ン
バ
ー

萩
工
場
長
）

○
大
平
信
行
（
高
萩
地
区
労
働
組
合

協
議
会
）

○
笠
谷
喜
之
助
（
市
文
化
協
会
）

○
助
友
和
次
（
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
）

鈴
木
好
之
（
市
艇
業
協
同
組
合
）

“
曲
楴
正
桁
（
市
青
年
団
体
連
絡
協

議
会
）

沼
岬
義
次
（
市
商
工
会
）

益
子
君
代
（
高
萩
婦
人
会
）

○
松
本
千
代
（
農
協
姉
人
部
）

○
吉
久
保
哲
也
（
市
青
年
会
議
所
）

阿
部
正
寿
（
市
議
会
議
長
）

○
石
安
太
郎
（
市
議
会
副
議
長
）

篠
原
新
一
郎
（
市
議
会
総
務
副
委
員

長
）

下
山
川
一
郎
（
助
役
）

○
佐
川
誠
太
郎
（
総
務
部
長
）

矢
代
正
史
（
秘
害
人
事
担
当
主

査
）

矢
代
利
男
（
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
長
）

（
○
印
は
起
草
委
員
で
す
）

起
草
委
員
哩
名
は
、
第
１
回
市
民
憲

章
審
議
会
で
、
草
案
策
定
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
を
行
う
た
め
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。 永

山
公
平
（
医
師
）

滑
川
秀
夫
（
高
萩
中
学
校
長
）

○
根
本
昇
（
商
業
）

○
細
企
秀
降
（
農
業
）

○
宮
井
義
純
（
高
萩
高
等
学
校

宮
井
義
純
（
高
萩
高
等
学
校

長
）

山
口
周
一
（
商
業
）

和
田
元
夫
（
日
本
加
工
紙
Ｋ
Ｋ
高
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貼
内
で
は
、
昭
和
媚
年
制
定
の
勝
鯛

市
を
は
じ
め
と
し
て
、
現
在
ま
で
に
、

水
海
道
・
下
館
・
水
戸
・
岩
井
の
５
市
が

恵
章
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
各
市
町
村
は
、
昭
和
柵
年
代

に
入
っ
て
か
ら
磯
ん
に
恋
章
を
制
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
原
因
と
し
て
は

社
会
の
急
激
な
変
動
が
考
え
ら
れ
ま
す

憲
章
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
制
定
さ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
提

案
に
よ
る
場
合
と
行
政
側
の
提
案
と
に

大
き
く
わ
け
ら
れ
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
市
町
村
は
、
市
民
の
手
で
市

民
総
意
を
結
集
し
て
こ
れ
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

○
全
国
の
状
況

昭
和
狛
年
３
月
末
現
在
、
全
国
で
市

（
町
村
）
民
憲
章
を
制
定
し
て
い
る
市

（
町
村
）
の
数
は
四
○
二
、
内
訳
は
別

表
憲
章
制
定
状
況
一
覧
表
の
と
お
り
で

學
９
ｏ

Ｕ
県
内
の
状
況

憲
章
の
制
定
状
況

憲
章
制
定
の
市
町
村
は

憲
章
の
か
た
ち

全
国
で
四
○
二
県
内
は
五

市
民
憲
章
は
、
実
例
の
よ
う
に
一
般

に
は
、
前
文
と
本
文
か
ら
で
き
て
い
ま

す
。
前
文
で
は
、
憲
章
を
制
定
す
る
趣

旨
や
憲
章
の
性
格
な
ど
を
説
明
し
ま
す

本
文
で
は
、
市
民
全
体
の
招
針
と
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
事
項
を
、
五
項
目
か

ら
七
項
目
程
度
う
た
う
の
が
普
通
で

↑
ｑ
／
０

勝
田
市
市
民
憲
章
（
昭
和
蝿
年
２
月
制
定
）

わ
た
く
し
た
ち
は
、
緑
の
自
然
と
青
空
に
、
生
産
の
い
ぶ
き
が
こ
だ
ま

す
る
勝
田
の
市
民
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
大
き
な
希
望
を
も
っ
て
あ
ゆ
象
、
こ
の
ま
ち
を
よ

り
住
恐
よ
く
、
よ
り
鯉
か
に
発
股
さ
せ
る
た
め
の
道
し
る
べ
と
し
て
、
市

民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

１
自
然
を
愛
し
、
緑
と
花
に
つ
つ
ま
れ
た
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

１
し
ご
と
に
誇
り
を
も
ち
、
楽
し
く
働
き
ま
し
ょ
う
。

１
お
互
い
に
助
け
あ
い
、
だ
れ
に
も
親
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

１
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
象
、
芸
術
に
し
た
し
承
ま
し
よ
う
。

１
公
害
、
交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

旭
川
市
市
民
憲
章
（
昭
和
師
年
９
月
制
定
）

わ
た
く
し
た
ち
は
、
旭
川
市
の
市
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
責
任
を
感

じ
、
こ
の
憲
章
を
掲
げ
て
よ
り
よ
い
旭
川
を
つ
く
る
こ
と
に
努
め
ま
し
よ

』
局
／
０
１
元
気
で
働
き
、
楽
し
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

１
親
切
を
つ
く
し
、
あ
た
た
か
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

１
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

１
自
然
を
愛
し
、
き
れ
い
な
都
市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

１
文
化
を
育
て
、
豊
か
な
郷
士
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

憲章制定状況一覧表
－

制定してい制定率準ｲINi中の
町村数
る市町村数 （％） 市町村数
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市

市’

町

一

村

計

皿
一
録

141 ７ 5

３9 1
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(昭和49年3月末現在）

（
設
置
）

第
１
条
郷
土
の
誇
り
高
い
歴
史
と

伝
統
の
上
に
、
市
民
の
理
性
と
愛

を
呼
び
起
こ
し
、
よ
り
住
承
よ
く

よ
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

地
方
自
治
法
（
昭
和
配
年
法
律
節

師
号
）
第
１
３
８
条
の
４
第
３
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
高
萩
市
市
民

憲
章
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」

と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

（
任
務
）

第
２
条
審
議
会
は
市
長
の
諮
問
に

応
じ
、
次
の
覗
項
に
つ
い
て
審
議

す
る
。

仙
本
巾
が
定
め
る
市
民
窓
章
の

調
査
審
議
に
関
す
る
こ
と
。

②
そ
の
他
市
長
が
市
民
憲
章
制

定
上
必
要
と
認
め
る
事
項
に
関

す
る
こ
と
。

（
組
織
）

第
３
条
審
議
会
は
、
市
長
が
委
嘱

す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を

も
っ
て
充
て
る
。

①
市
縦
会
縦
員
５
名
以
内

②
団
体
の
役
貝
加
名
以
内

⑧
知
識
経
験
者
加
名
以
内

側
市
耽
員
５
名
以
内

（
会
長
お
よ
び
副
会
長
）

第
４
条
審
議
会
に
会
長
お
よ
び
副

高
萩
市

市
民
憲
章

審
議
会
条
例

付
則

こ
の
条
例
は
公
布
の
日
か
ら
施

行
し
、
第
２
条
の
脱
走
に
よ
る
審

議
終
了
の
翌
日
を
も
っ
て
効
力
を

失
う
。

会
長
を
置
く
。

２
会
長
お
よ
び
副
会
長
は
委
員
の

う
ち
か
ら
選
任
す
る
。

３
会
長
は
、
審
議
会
を
総
理
し
、

会
議
の
議
長
と
な
る
。

４
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会

長
に
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務

を
代
理
す
る
。

（
会
議
）

第
５
条
雰
識
会
は
必
要
に
応
じ
、

会
長
が
招
集
す
る
。

２
審
議
会
は
委
員
の
過
半
数
が
出

席
し
な
け
れ
ば
会
議
を
開
く
こ
と

が
で
き
な
い
。

（
起
草
委
員
会
）

第
６
条
審
議
会
に
、
草
案
策
定
に

つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行
な
う
た

め
、
起
草
委
貝
会
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
庶
務
）

第
７
条
審
議
会
の
庶
務
は
、
市
長

室
に
お
い
て
行
な
う
。

（
補
則
）

第
８
条
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
市
長
が

別
に
定
め
る
。

※
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